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学
び
の
大
切
さ
を
説
き
、地
方
農
村
の
青

年
た
ち
に
教
育
の
機
会
を
与
え「
青
年
団
の

父
」と
称
さ
れ
る
田
澤
義
鋪
は
、鹿
島
市
に

生
ま
れ
ま
し
た
。幼
い
頃
か
ら
、行
動
力
と

成
熟
し
た
道
徳
心
を
も
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
旧
制
鹿
島
中
学
校（
現
鹿
島
高
校
）で
は
、

自
ら
寄
付
を
募
っ
て
図
書
館
を
開
設
。旧
制

第
五
高
等
学
校（
現
熊
本
大
）時
代
は
、寮
の

食
事
を
独
り
占
め
す
る
大
飯
食
ら
い
の
生

徒
に
仕
返
し
を
し
よ
う
と
し
た
仲
間
に
、

「
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
を
仲
間
に
す
る

の
か
い
」と
た
し
な
め
た
こ
と
も
。

　
東
京
帝
国
大
学（
現
東
京
大
）を
卒
業
後
、

内
務
省
に
入
省
し
、25
歳
の
若
さ
で
静
岡
県

に
郡
長
と
し
て
赴
任
。学
校
教
育
と
は
無
縁

で
あ
っ
た
農
村
の
青
年
た
ち
に
、教
育
・
自

己
修
練
の
場
を
与
え
る
べ
く
青
年
団
運
動

を
展
開
し
、当
時
と
し
て
は
珍
し
い「
宿
泊

研
修
」を
実
施
し
ま
し
た
。自
ら
も
寝
食
を

共
に
し
、農
事
改
良
や
公
民
教
育
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
充
実
し
た
研
修
内
容
で
し
た
。

　
１
９
１
５
年
、内

務
省
の
明
治
神
宮

造
営
局
総
務
課
長

を
務
め
、全
国
の
青

年
団
に
勤
労
奉
仕

を
呼
び
か
け
、着
工
。

１
万
５
千
人
の
青

年
た
ち
が
地
方
か

ら
苗
木
を
持
ち
寄
っ
て
集
ま
り
、明
治
神
宮

は
造
営
さ
れ
ま
し
た
。現
在「
神
宮
の
森
」と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
木
々
は
、全
国
の
青
年

た
ち
と
田
澤
の
熱
い
想
い
の
結
晶
と
い
え
ま

す
。そ
の
後
、大
日
本
連
合
青
年
団
の
常
任

理
事
に
就
任
す
る
と
昭
和
天
皇
に
青
年
団
に

つ
い
て
３
度
の
御
進
講
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、乱
れ
た
政
治
を
問
い
直
す
た
め
、選

挙
粛
正
を
進
め
、静
岡
県
の
青
年
た
ち
か
ら

の
強
い
要
望
に
よ
り
衆
議
院
議
員
選
挙
に
出

馬
。不
正
の
な
い
理
想
選
挙
を
貫
き
ま
し
た
。

結
果
は
僅
差
で
の
敗
北
で
し
た
が
、「
僅
差

だ
っ
た
こ
と
が
、青
年
た
ち
へ
の
政
治
教
育

の
希
望
で
あ
る
」と
語
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
青
年
団
、壮
年
団
の
育
成
、政
治
教
育
、労

務
者
教
育
な
ど
数
々
の
偉
業
を
社
会
教
育

家
と
し
て
体
当
た
り
で
成
し
遂
げ
た
田
澤
。

そ
の
遺
訓
は「
錦
を
着
て
郷
土
に
帰
る
こ
と

を
願
う
前
に
、先
ず
郷
土
を
錦
で
飾
る
こ
と

を
願
え
」。そ
れ
ぞ
れ
が
暮
ら
す
地
域
で
豊

か
な
日
常
を
築
き
、地
方
が
栄
え
輝
く
た
め

の
活
動
に
生
涯
を
捧
げ
た
の
で
す
。

青年団の生みの親

郷土の輝きを願う田澤の想い

1885年7月20日に鹿島城内で生ま
れる。旧制鹿島中学卒、東京帝国大
卒後、静岡県安倍郡で郡長に。内務
省で明治神宮造営に携わり、東京市
助役に就任。貴族院議員に勅選され
たほか、日本青年館及び大日本連合
青年団理事長を務めた。享年59歳。

田澤義鋪（1885-1944）

関係した偉人

青
年
団
に
よ
る
明
治
神
宮
の

造
営（『
明
治
神
宮
外
苑
志
』

よ
り
）

（
協
力
・
佐
賀
新
聞
社
）

田澤少年クラブ

田澤記念館

鹿島市大字高津原434番地　☎・FAX 0954（63）1622場　所

9：30～16：30開館時間 土・日・祝日休館日 無料入館料（田澤記念館蔵）

鹿島藩の居城の名残を今にとどめる
鹿島市高津原。「赤門」で知られる鹿島
高校の裏手にある田澤記念館は、生家
の武家屋敷跡に建てられた社会教育
施設。青年教育に情熱を傾けた「田澤
精神」に触れることができる。

た
　ざ
わ
よ
し 

は
る

「友愛」と「創造」の田澤精神を
次代に継承しようと、田澤記念
館が鹿島市内の小学生に呼び
掛け１９９１年に結成。年間を通
じキャンプや清掃、植樹などの
活動に取り組んでいる。

ＮＥＷ！

佐賀市（中央大通り）に設置している「偉人モニュメント」のうち新たに制作した11体が、ゆかりの市町へ里帰りしました。
田澤義鋪のモニュメントは、2月からJR肥前鹿島駅前にも設置されています。

CHECK!
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人　口

世帯数

男：387,276人 女：430,823人
818,099人（前月比527人減）

310,865世帯（前月比38世帯減）

佐賀県の推計人口 平成31年2月1日現在

サガン鳥栖 検索

佐賀県プロサッカー振興協議会
☎0942（81）5290

詳しくは 

場所／駅前不動産スタジアム

サガン鳥栖
4月Jリーグホームゲーム日程

4月14日［日］  14：00～
VS 川崎フロンターレ

4月28日［日］  14：00～
VS 湘南ベルマーレ

みんなで
応援しよう！

広報広聴課　☎0952（25）7351
佐賀県  パブコメ 検索

詳しくは 

4月実施 パブリック・コメント
ご意見をお寄せください

［ 4月下旬～5月中旬 ］
● 「ー佐賀県総合計画2019ー 人を大切に、
世界に誇れる佐賀づくりプラン」（仮称）
素案

県立文化施設 イベントスケジュール
施設名 4 月 5 月上旬

九州陶磁
文化館
☎0955（43）3681
（有田町）

宇宙科学館
☎0954（20）1666
（武雄市）
※要観覧料

博物館
美術館
☎0952（24）3947
（佐賀市）

佐賀城本丸
歴史館
☎0952（41）7550
（佐賀市）

名護屋城
博物館
☎0955（82）4906
（唐津市）

5/6（振休・月）まで

アトリエ移設1周年記念展
岡田三郎助の花物語 －万花描く辻永とともに－

5/6（振休・月）まで

［追悼］人間国宝  中島宏展
　　　 －永遠の青磁－

歴史館ゼミナール（第175回）
「歌人としての古川松根」 
講師／佐賀大学地域学歴史文化研究センター 三ツ松 誠 氏
4/13（土） 13：30～15：00

こども着付体験
4/6（土） 13：30～16：00

第116回
有田国際陶磁展

4/29（祝・月）～5/12（日）

春の企画展
「ビーコロ®2019」

5/6（振休・月）まで

休 館日
毎週月曜日（祝日・休日のときは翌日／九州陶磁文化館は翌日も開館）、ただし博物館・
美術館、佐賀城本丸歴史館は、無休。図書館は、4月24日（水）休館 ※毎月最終水曜日
公文書館は毎週月曜日

岡田三郎助《少女読書》
佐賀県立美術館蔵

4/26（金）～6/9（日）

朝鮮通信使の書画

関連イベント
「光るビー玉ころがし」
「おもちゃ広場」4/20（土）・21（日）

4/6（土）・7（日）・13（土）・14（日）

青瓷彫文壺
平成18年（2006年） 個人蔵

昨年の文部科学大臣賞受賞作

花鳥図（部分）［金有声筆］ 朝鮮通信使製述官申維翰書

4月27日（土）～5月6日（振休・月）は大型連休です。ご相談は早めにお願いし
ます。なお、土日祝日に開設の相談窓口は、通常通り開設しています。

佐賀県  相談窓口案内 検索詳しくは

相談窓口の
お知らせ
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たくさんの花を咲かせて、佐賀を訪れる方々をお迎
えしようと、九州佐賀国際空港周辺に植えたポピー
が5月初旬から見頃を迎えます。ぜひ、一面に咲き
誇る色とりどりのポピーを見にでかけませんか？

佐賀空港線沿いのポピーが
見頃を迎えます

春の認定酒 お披露目会
今春、認定された2019年春の「The SAGA認定酒」
が試飲できます。

佐賀県では、県産の原料を100％使用した日
本酒や焼酎を「The SAGA認定酒」として認定
しています。このマークが目印です。

と　き 4月20日（土） 15：00～16：30

ところ 佐賀市内

※ご来場は公共交通機関を利用ください
※未成年者は参加できません

詳しくは 流通・通商課  ☎0952（25）7252

定員　100名（先着順）

▶

至 九州佐賀
　 国際空港

昭和搦橋

ココ
至 佐賀市

催しもの

詳細は開催日近くに県ホーム
ページでお知らせします

道路課  ☎0952（25）7155
都市計画課  ☎0952（25）7159

詳しくは


